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3D点群の特徴点と 2D画像の特徴点の対応づけに関する基礎検討 














2 3D点群と 2D画像の対応づけの基本アイディア 










3 3D点群と 2D画像の対応づけ手法 
3.1 3D点群の特徴点と 3D点群の特徴点の対応づけ 
3D点群間の対応づけ手順を以下に示す。 
Step1. 前処理 
N台(N視点)の 3Dレーザースキャナから 3D点群を取得 









Step2-5 Step2-1～Step2-4 の処理を N台目まで繰り返す 
 























応づけた結果を比較した。比較結果を図 1、図 2 に示す。 
図 1:3D点群へのカラー割り当て結果の比較 







方根誤差(RMS error)を導出した。結果を表 1に示す。 
表 1:視点数ごとの RMS error の比較 
 N=1 N=2 N=4 
3D 点の数 1,079 1,717 3,332 







な 3D 点群データと密な 3D 点群データ間のマッチング手
法の改善が課題である。 
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